


































































































































































































れ以外の学年の860人（ 1 年生175人・ 2 年生185人・
4 年生157人・ 5 年生167人・ 6 年生176人）のうち，
残量を計量した実施前の 9 日間と，実施後の10日間












食育群 非食育群 食育群 非食育群
主　食 14.2 ± 7.4* 10.4 ± 5.3 4.7 ± 2.0* 11.6 ± 6.5
おかず 6.7 ± 4.3** 4.9 ± 2.4 0.9 ± 0.6** 3.9 ± 1.2
平均±標準偏差
値は全体の残量重量を給食提供重量の総重量で除し算出した残量割合（%）





















































10  5.4 ③あまり思わない 4 2.2  1 0.5 
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